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広 報

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
中
子
分
水
問
題
に
か
か
る

長
浜
町
の
助
関
心
念
事
項
に
対
す
る
建
設
省
の
回
答

• 

建設省 ・愛媛県からの回答を受ける西田町長と田中議長

平
素
は
、
町
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
お
け
る
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
「
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
問
題
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
行
政

・
議

会
・

町
民
の
皆
さ
ん
の
総
意
と
し
て
「
懸
念
事
項
」
を
と
り
ま
と
め
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
去
る
四
月
十
日
付
け
で
、
建
設
省
・
愛
媛
県
よ
り
回

答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
「
広
報
な
が
は
ま
特
集
号
」
を
発
行
し
、
そ

の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
の
懸
念
事
項
集
約
に
際
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の

問
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
不
安
を
抱
い
て
お
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
設
省
・
愛
媛
県
で
は
、
本
町
の
懸
念
事
項
を
真
撃
に
受
け
止
め
ら

れ
、
従
前
か
ら
の
調
査
に
加
え
、
新
た
に
肱
川
下
流
域
(
長
浜
町
域
)

に
お
け
る
各
種
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
長
浜
町
が
心
配
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
「
大
き
な
影
響
は
な
い
」
と
し
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
町
で
は
、
議
会
の
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
及
び

行
政
で
設
置
の
長
浜
町
水
対
策
企
画
班
で
、
回
答
結
果
及
び
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
本
当
に
「
影
響
が
な
い
」
の
か
、
ま
た
、
「
影
響
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
を
含
め
、
検
証
・
検
討
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
回
答
を
ふ
ま
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
伺
い
そ
れ

ら
の
集
約
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
号
の
懸
念
事
項
は
、
昨
年
七
月
十
五
日
発
行
の
「
広
報
な

が
は
ま
特
集
号
」
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、
特
集
号
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。



建
設
省
か
ら
概
要
説
明
が
な
さ
れ
た

白地下水

固塩水湖上について

固 j可)11環境の変化について

囲水利権立ついて

国

{昼下について

治水について

瞳翼豪

下傘
毒事

の翼翼

国

⑧
長
浜
町
で
は
、
生
活
用
水
害

工
業
用
水
の
大
分
部
と
、
肱
川
沿
川
の

農
業
用
水
の
一
部
を
地
下
水
に
依
存
し

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
生
活
用
水
で
は
、
昭
和
五
十

四
年
か
ら
昭
和
六
十
二
年
の
聞
に
、
水

道
用
水
の
基
準
値
以
内
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
古
田
濃
度
の
塩
素
イ
オ
ン
が
散
見

さ
れ
た
こ
と
等
諸
要
因
に
配
慮
し
て
、

大
洲
市
に
新
水
源
の
五
号
井
戸
を
求
め

ま
し
た
。

生
活
用
水
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
水

利
用
量
は
、
現
給
水
能
力
の
範
曙
に
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
取
水
量
が
三
五
%

j
四
五
%
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
機
能
維
持
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

将
来
、
地
下
水
の
低
下
や
塩
水
湖
上
等

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
確
保
が
困

難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
工
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
今

後
い
か
な
る
業
種
が
立
地
し
で
も
供
給

が
で
き
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
到
底

全
需
要
量
を
地
下
水
で
確
保
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
既
存
取
水
井
戸
に
お
い
て
、
地
下

下
に
つ
い
て

水
の
低
下
や
塩
水
の
遡
上
が
進
行
す
る

よ
う
な
こ
と
が
な
い
か
心
配
し
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、
肱
川
沿
川
の
各
農
業
揚
水

施
設
に
つ
い
て
も
、
河
川
改
修
に
よ
り

移
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
り
、
今
後
、
量
。
質
と
も
に
安
定
し

た
確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
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建
設
省
で
は
、
長
浜
町
に
お
け
る
地

下
水
位
と
肱
川
の
水
位
の
関
係
を
把
握

す
る
た
め
に
、
平
成
九
年
九
月
よ
り
五

十
三
箇
所
の
地
下
水
位
観
測
所
と
七
箇

所
の
河
川
水
位
観
測
所
に
お
い
て
、
地

下
水
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
時
観

測
と
七
同
の
一
斉
水
位
観
測
を
行
い
、

ま
た
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
の
測
定
も
併
せ

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
デ
l
タ
に
つ
い
て
学
識
経
験
者

の
指
導
を
踏
ま
え
、
地
下
水
の
動
向
を

分
析
し
た
結
果
、
肱
川
下
流
域
に
は
地

表
か
ら
平
均
で
約
五

m
l
十
一

m
の
間

に
浅
層
地
下
水
層
が
あ
り
、
さ
ら
に
不

透
水
層
を
挟
ん
で
地
表
か
ら
平
均
で
約

一一卜

m
j
四
十

m
の
間
に
深
層
地
下
水

層
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
長
浜

町
の
上
水
道
は
、
こ
の
浅
層
の
井
戸
と

深
層
の
井
戸
か
ら
取
水
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
う
ち
、
深
層
地
下
水
は
、
長
浜

町
域
前
面
の
肱
川
か
ら
供
給
を
受
け
て

い
る
の
で
は
な
く
、
背
後
の
渓
谷
な
ど

の
高
い
位
置
か
ら
不
透
水
層
の
下
に
供

給
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
深
層
地
下
水
の
観
測
水
位

が
、
周
辺
の
浅
層
地
下
水
の
水
位
に
比

べ
高
い
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
(
図

1
参
照
)

ま
た
、
浅
層
地
下
水
の
観
測
水
位
は
、

背
後
の
山
か
ら
肱
川
に
向
か
っ
て
低
く

な
る
傾
向
に
あ
り
、
肱
川
に
近
づ
く
に

つ
れ
河
川
水
位
に
連
動
す
る
度
合
い
が

強
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
肱
川
に
接

近
す
る
地
域
の
浅
層
地
下
水
は
、
肱
川

の
水
位
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
(
図

2
参
照
)

建
設
省
で
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に

よ
り
大
洲
地
点
で
六
ば
/
秒
(
冬
期
五

、
ぱ
/
秒
)
の
正
常
流
量
を
基
本
的
に
確

保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
同
地
点
の
に
お
け
る
昭
和
二
一

十
四
年
か
ら
平
成
十
年
ま
で
の
最
小
流

量
の
平
均
値
は
二
・
六
、
ぱ
/
秒
で
す
が
、

一
止
常
流
量
確
保
の
た
め
、
最
小
流
量
の

平
均
値
は
、
約
五
ぱ
/
秒
ま
で
改
善
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
最
小
流
量
は

現
在
よ
り
も
多
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
河
川
水
町
は
渇
水
時
に
は
上
昇
す

2 



地下水構造模武田

川に対して直角に切った断固を組定した模式図

背後のj主流等

浅層地下水観測水位

¥ 

深層地下水(被圧水層〉

出典 地干水位調査及び観測指針案

建設省前川局監修(財)国土開発技術センター編集 より作成 図

深層地下水層は背後の渓流などの高い位置から不透水層(粘土層等)の下に供給されています。こ

のため、深層地下水層には、水圧がかかっており、その分だけ凶辺の浅層地下水の水枕に比べてlL7jい

ことが多いといえます。

JIHこ近接する地域の浅層地下水の模式図

|川水位の変化

図 2 

l -層地下水の水相UF後川村川に 11'Jカって低くなる傾向にあり )日に日につ「
川水位に運動する度合いが強くなります。

/"一一一 れ、 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一ー一 一一一一一一一一一一一 一一一 ¥ 

グミ正常流量とは:流水の正常な機能を維持するために必要な流量(以下、正常流量という)と|

はィ舟i豆、漁業、最観、塩害の閉止、河口閉塞の防止、河)11管理施設の保護、地下水位の維持、動植物 i
の保護、流水の清潔の保持等を総合的に考慮し、渇水時において維持すべきであるとして定められた流 i
J量(以下、維持流量という)およびそれが定められた地点より下流における流水の占用のために必要な l
流量(以下、水利流量という)のヌタ芳を満足する流量であって適主な河川管理のために定めるものをい i
います。

※最小流量とは: 1年間の流量データの最小涜量です。
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る
傾
向
と
な
り
、
現
況
の
地
下
水
利
用

に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

中
及
び
建
設
後
も
引
き
続
き
地
下
水
位

調
査
等
を
継
続
し
、
実
態
を
把
握
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
公
表
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
長
浜
町
の
将
来
の
生
活
用
水
、

工
業
用
水
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
確

保
に
つ
い
て
ご
懸
念
が
あ
り
ま
す
が
、

地
下
水
取
水
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
需
要
に
応
じ
て
無
制
限
に
取
水

量
を
増
大
す
れ
ば
、
地
下
水
位
の
低
下

や
塩
水
化
な
ど
の
障
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
下
水
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
地
域
の
地
下
水
の
実

態
を
調
査
し
、
適
正
な
利
用
計
岡
を
樹

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
下
水
利

用
計
画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回

の
調
査
成
果
も
活
用
で
き
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
別
途
相
談
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

長
浜
町
内
の
河
川
で
安
定
的
に
取
水

す
る
た
め
の
水
源
開
発
に
つ
い
て
は
、

既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
用
水
の
利
用
形

態
や
河
川
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
て
取
水
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
河
川
取
水
計
画
に
あ
た
っ
て

も
相
談
を
頂
け
れ
ば
制
度
面
や
技
術
面

に
つ
い
て
お
手
伝
い
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

d傘、

道弘

欄
明

Z
1

網
棚
上
に
つ
い
て

聖霊

喜善

⑨
 そ
の
一
流
況
の
変
化

塩
水
遡
上
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
降

水
量
の
減
少
や
、
森
林
の
荒
廃
に
よ
る

流
量
の
減
少
並
び
に
河
床
の
低
下
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
南
予
用
水
事
業
の
取
水
に
よ

る
流
量
の
減
少
や
、
既
設
ニ
ダ
ム
に
加

え
て
今
後
ダ
ム
に
よ
る
治
水
施
設
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
流
出
土
砂
が
減
少
し
、

長
期
的
に
は
河
床
が
低
下
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
河
口
部
で
は
、
泥
士
が
堆

積
す
る
と
と
も
に
河
川
環
境
の
変
化
も

顕
著
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す。

E霊
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塩
水
の
遡
上
は
、
潮
汐
、
河
川
流
量

及
び
河
床
の
形
態
な
ど
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
台
っ
て
生
じ
る
現
象
で
す
。

そ
の
均
水
の
遡
上
状
況
を
判
断
す
る
基

準
値
と
し
て
、
水
道
水
質
基
準
(
厚
生

省
令
)
の
う
ち
の
塩
水
の
混
合
度
の
上

限
値
で
あ
る
堀
素
イ
オ
ン
濃
度
値
二
O

O
即
日
/
川
い
を
用
い
る
こ
と
と
し
ま
し

た。
建
設
省
で
は
、
こ
の
濃
度
の
水
が
肱

川
を
遡
る
状
況
や
肱
川
の
流
量
に
つ
い

て
、
平
成
六
年
十
二
月
か
ら
肱
川
下
流

部
で
実
態
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
観
測
期
間
中
の
五
郎
地
点

に
お
け
る
最
小
流
量
は
、
平
成
八
年
十

一
月
二
十
六
日
の
約
三
ぱ
/
秒
で
し
た
。

こ
の
時
で
も
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
一
一

0
0

時
/
川
い
の
流
水
が
こ
れ
ま
で
塩
水
遡

上
の
最
上
流
端
と
い
わ
れ
て
い
た
祇
園

大
橋
付
近
の
瀬
を
越
え
て
遡
上
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
図

1
3

参
照
)
こ
れ
ら
の
観
測
結
果
か
ら
、
五
郎
地

点
の
上
流
の
大
洲
地
点
で
夏
期
六
ば
/

秒
(
冬
期
五
ば
/
秒
)
の
正
常
流
量
を

基
本
的
に
確
保
す
る
こ
と
か
ら
、
山
鳥

坂
ダ
ム
の
建
設
が
、
塩
水
遡
上
を
助
長

す
る
可
能
性
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
地
球
温

暖
化
等
に
よ
る
影
響
に
関
し
て
は
、
現

時
点
で
解
明
し
が
た
い
要
因
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ダ
ム
建
設
後
も
含
め
引
き
続

き
塩
水
遡
上
調
査
一
を
実
施
し
、
結
果
に

つ
い
て
公
表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。流
況
の
変
化

野
村
ダ
ム
か
ら
の
南
予
用
水
は
、
肱

川
の
流
域
外
に
分
水
し
て
お
り
、
南
予

幹
線
水
路
の
整
備
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

野
村
ダ
ム
完
成
後
の
昭
和
六
十
一
年

か
ら
平
成
十
年
ま
で
の
大
洲
地
点
の
年

平
均
総
流
出
量
は
、
一
一
億
九
四
百
万

ぱ
で
す
が
南
予
用
水
と
し
て
の
総
分
水

量
の
年
平
均
は
、
七
百
万
ば
で
し
た
。

こ
の
期
間
の
分
水
量
の
最
も
多
か
っ
た

年
は
平
成
六
年
で
し
た
が
、
そ
の
時
の

大
洲
地
点
の
年
総
流
出
量
は
凹
億
八
五

百
万
ば
で
あ
り
、
分
水
量
は
一
一
一
目
万

3m
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
洲
地

点
の
年
間
総
流
出
量
に
占
め
る
南
予
分

水
量
は
、
平
均
で

0
・
六
%
、
最
大
は

平
成
六
年
の
二
・
六
%
で
し
た
。
(
図

4
参
照
)

肱
川
流
域
の
年
間
降
雨
量
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
以
前
に
比
べ
て
近
年
は

減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
年
間
降
雨
量
一
と
大
洲
地
点
の
年
間

総
流
出
量
と
の
比
を
流
出
率
と
し
て
整

理
す
る
と
、
年
に
よ
り
変
動
は
あ
る
も

の
の
、
全
体
的
に
は
低
ド
傾
向
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
平

成
十
年
の
聞
の
ご
一
十
八
年
間
に
つ
い
て

試
算
す
る
と
、
流
出
率
に
約
一
O
%
の

低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。
流
出
率
の
低
下

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
り
、

ご
指
摘
の
森
林
形
態
の
変
化
も
そ
の
一

同
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
象
を
解

明
す
る
た
め
、
現
在
学
識
経
験
者
の
指

導
を
受
け
、
検
討
中
で
す
の
で
、
成
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
ら
お
示
し
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
肱
川
の
流
況
を
と
り

ま
く
状
況
は
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設

に
よ
り
、
正
常
流
量
を
基
本
的
に
確
保

す
る
た
め
、
最
小
流
量
は
現
在
よ
り
も

多
く
な
り
、
流
況
の
改
善
が
は
か
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

4 

肱川沿JI [ (町域)では塩水湖上カf心配される
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平成8年 11月26日 濁潮時刻9時37分(大潮)

標
寓
加

塩水遡土地点 9. 2Km 

5 

戸窓生
で7

戸阻

。 肱川水面 。

500mg/ Q 

¥河床量潤柑ね，舎の
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河口
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距厳

(拍n)

日

[ この図は、塩分濃度制』期間中の最小流量であったH8 .11. 26の肱JlI河口から上涜に向かつての塩 l
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甫予分水量と大掛!総涜出量

2500 

500 

0.32弘
各年のグラフのよに示す数字1立、総流
出量に占める南予分水量0コ割合

0.87出
0.59% 

2000 

1500 

(百万ぱ)

1000 

。
S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10平均

出典:流呈年表、野村グム管正午年表

棒グラフ上伐の数字は大洲地ぷの年総流出量に占める南予分水量の剖合を示しています。

大洲士也点の年総流出量の平均が約 12億百に対して、市予用ぷの年平均分水量l土約 7百万rdで、年

総流出量に占める南予用水の剖合は平均で、0.6%、最大はH6年の 2.6%です。
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肱川(河口-20km地点)における平均河床高の経年変化
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昭和 56年以降は比肱川の河床変動は、昭和 31年~昭和 56年の聞に大きく低下していますが、

較的安定しています。

5 

次
に
、
肱
川
で
は
昭
和
三
十
一
年
か

ら
平
成
三
年
ま
で
の
三
十
五
年
間
に
全

体
的
に
河
床
低
下
の
傾
向
が
見
ら
れ
、

今
後
も
同
様
に
河
床
低
下
が
進
む
の
で

は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
肱
川

の
縦
横
断
測
量
結
果
に
よ
る
と
、
昭
和

三
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
六
年
の
聞
は

大
き
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因

は
、
河
川
内
の
砂
利
採
取
と
河
川
工
事

に
よ
る
掘
削
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
砂
利
採
取
の
禁
止
措

置
等
に
よ
り
、
こ
れ
以
降
肱
川
下
流
域

の
河
床
は
、
最
深
河
床
、
平
均
河
床
と

も
に
大
洲
市
街
地
下
流
で
は
比
較
的
安

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
後
も
測
量

を
継
続
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
公

表
し
て
い
き
ま
す
。

図

⑨
そ
の
一
一

床
止
工
設
置
に
よ
る
影
響

大
洲
市
の
懸
念
事
項
に
対
し
、
万
一
、

地
下
水
の
低
下
浸
び
塩
水
遡
上
が
生
じ

た
場
合
、
河
床
を
維
持
す
る
た
め
床
止

エ
を
施
工
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
万

一
の
場
合
と
い
う
前
提
で
あ
る
と
し
て

も
、
床
止
工
下
流
の
河
床
低
下
を
助
長

し
、
地
下
水
は
も
と
よ
り
塩
水
遡
上
に

よ
る
各
種
用
水
へ
の
影
響
頻
度
が
高
く

な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
し
て
お
り
ま

す。

国

宮E
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大
洲
市
か
ら
の
基
本
的
課
題
の
回
答

の
中
で
、
地
下
水
位
の
低
下
対
策
、
河

床
の
安
定
化
対
策
と
し
て
「
床
止
め
工

の
施
工
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
仮
に
地
下
水
位
低

下
や
塩
水
遡
上
が
顕
著
に
な
っ
た
場
合

の
処
理
案
の
一
つ
を
例
示
的
に
お
示
し

し
た
も
の
で
す
。

も
し
、
そ
う
し
た
事
態
が
生
じ
る
と

考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ

長
浜
町
当
局
や
関
係
者
と
も
相
談
の
う

え
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
床
止
工
設
置
に
よ
り
そ
の
下

流
の
河
床
低
下
が
確
実
に
助
長
さ
れ
る

と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
一
般
的
に
床
止

工
は
、
河
床
変
動
が
大
き
い
河
川
な
ど

に
お
い
て
、
河
床
の
安
定
を
図
る
た
め
、

河
床
に
設
け
る
構
造
物
で
す
。
床
止
工

に
よ
り
下
流
の
河
床
が
全
般
に
わ
た
っ

て
低
下
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん。⑨ 

その一一一

温
暖
化
に
よ
る
影
響

肱
川
と
永
遠
の
共
生
を
す
る
長
浜
町

で
は
、
温
暖
化
に
配
慮
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

取
り
分
け
、
①
河
道
内
の
水
位
の
上



昇
②
河
口
流
水
断
面
積
の
増
大
に
伴

う
入
退
潮
量
の
変
化
③
塩
水
く
さ
び

の
変
化
と
淡
水
資
源
へ
の
影
響
④
汽

水
域
の
変
化
と
漁
業
資
源
へ
の
影
響

⑤
被
圧
帯
水
層
へ
の
海
水
侵
入
等
が
考

え
ら
れ
、
現
時
点
で
分
水
問
題
と
関
連

付
け
る
こ
と
は
ど
う
か
と
の
考
え
方
も

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
長
浜
町
民

と
し
て
は
重
要
な
事
項
で
す
。

囲

答

海
暖
化
に
よ
る
海
向
上
昇
等
の
変
化

に
つ
い
て
は
、
地
球
規
模
の
問
題
で
あ

り
、
事
象
の
解
明
も
完
全
に
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
完
成
後
も
引

き
続
き
塩
水
の
遡
上
等
の
観
測
を
継
続

し
て
実
施
し
、
そ
の
状
況
を
公
表
し
て

い
き
ま
す
。

懸

議

事

噴

圏

調
剤
環
境
の
変
化
に
つ
い
て

⑨ 
そ
の
一
水
質
に
つ
い
て

水
質
の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
生
活
排

水
は
も
と
よ
り
ダ
ム
湖
の
富
栄
養
化
や

汚
濁
負
荷
量
の
増
大
等
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
夏
季
に
発
生
す
る
赤
潮
は
、
水

質
・
流
量
・
水
温
等
が
要
因
と
な
っ
て

お
り
、
発
生
域
の
拡
大
や
期
間
の
長
期

化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ダ
ム
滞
か
ら
の
冷
水
の
放
流
、

湖
水
表
層
に
多
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
及
び

有
機
懸
濁
物
に
起
因
す
る
下
流
域
の
薄

濁
り
の
長
期
化
、
大
規
模
出
水
時
に
お

け
る
濁
水
の
分
布
と
滞
留
等
が
、
飼
料

生
物
や
漁
業
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は

な
い
か
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

IBJ. 

答

肱
川
下
流
域
の
水
質
の
う
ち
、

B
O

D
、
窒
素
、
リ
ン
に
つ
い
て
昭
和
五
十

年
以
降
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、
ほ
ほ

横
ば
い
傾
向
で
あ
る
と
言
え
ま
す
(
図
1

6
参
照
)
0

山
鳥
坂
ダ
ム
完
成
に
よ
り
、
正
常
流

量
が
基
本
的
に
確
保
さ
れ
、
最
小
流
量

を
改
善
す
る
こ
と
で
水
質
が
よ
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
社
会
活
動
の

進
展
等
に
よ
り
汚
濁
負
荷
量
が
増
大
し
、

水
質
が
悪
化
し
た
り
、
ご
指
摘
の
赤
潮

の
発
生
が
増
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
河
川
管
理

者
は
も
と
よ
り
、
流
域
関
係
者
、
利
水

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
下
水
道
整
備
等

に
よ
る
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。肱川水系のBODの経年変化について(80D75叫直)

2.0 ，-一一一一

1.5 

1.0 
0.5 

0.0 
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O

D
値

H8 H7 H6 H5 H4 H3 H2 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 (mg.l) 

な
お
、
ダ
ム
湖
か
ら
の
濁
水
に
起
因

す
る
下
流
河
川
の
薄
濁
り
の
長
期
化
、

及
び
冷
水
放
流
に
つ
い
て
は
、
鹿
野
川

ダ
ム
を
含
め
て
選
択
取
水
設
備
等
を
設

BODの環境基準値は2.0mg/1である。

_._ー鹿野川ダム直下

ーι 肱川橋
肱川水系の全窒素の経年変化について

t:戸ムム:::::'i一三副-ー一一ー...____，.一ー一一一且

L一一一一一」
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0.5 f 
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全

窒

素

H8 H7 H6 H5 H4 H3 H2 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 
mg/I: 

肱川水系の全リンの経年変化について

置
し
、
河
川
の
環
境
に
与
え
る
影
響
を

軽
減
す
る
よ
う
適
正
に
管
理
を
行
い
ま

す。

戸~..鹿野川ダム直下

__._肱JII橋

全

リ

ン

時

~~ι---吐一一一』一一一込ーー←ープ-'-レー~.. t.. &ニ二二二二二ニミ

H8 H7 H6 H5 H4 H3 H2 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 

「公共用水域及び、地←下水の水質測定結果出典 愛媛県」

肱川下流のBOD、全窒素、全リンの経年変化は、ほほ横ばいの傾向をしめしています。

6 図
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⑨ 
そ
の
こ

漁
業
生
態
系
へ
の
影
響

ア
オ
ツ
り
の
栽
培
状
況
の
変
化
は
、

流
量
の
減
少
や
塩
水
避
土
、
水
質
の
変

化
、
汚
濁
な
ど
に
起
因
し
、
植
生
地
の

移
動
に
つ
い
て
は
、
塩
水
の
遡
上
、
或

い
は
、
遡
上
に
よ
一
、
る
強
混
合
と
い
っ
た

河
川
環
境
の
変
化
が
作
用
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
心
配
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
魚
族
の
変
化
に
つ
い
て
も
一
同

様
に
考
え
ら
れ
、
海
域
で
も
生
息
環
境

が
変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ま

す。

答

ア
オ
ノ
リ
の
漁
獲
量
と
生
育
域
が
上

流
に
移
動
し
て
い
る
の
は
、
流
量
の
減

少
や
塩
水
遡
上
の
変
化
等
が
作
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
学
識
経
験
者
の
指
導

の
も
と
地
元
関
係
者
の
協
力
を
得
て
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
「
青

ノ
リ
漁
獲
量
の
推
移
」
と
流
量
の
関
係

を
見
て
み
ま
し
た
が
、
特
別
な
同
果
関

係
は
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
図

7
参
照
)

ま
た
、
漁
獲
量
に
は
、
昭
和
三
十
九

年
の
最
小
三
三

O
Kと
昭
和
五
十
二
ヰ

の
最
大
一
三
、
七
七

O
い
時
の
間
に
は
約

凹
十
倍
も
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
現
象
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
研
究

過
程
の
分
野
の
も
の
で
も
あ
り
、
引
き

続
き
調
査
を
行
、
っ
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
魚
族
の
生
息
域
の
変
化
に
つ

い
て
は
、
定
期
的
に
生
息
確
認
の
調
査

を
実
施
し
、
変
化
が
あ
れ
ば
確
認
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
調
査
を
行
い
、
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
公
表
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平均流量(ば/秒)
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はjJlJ¥;、。

@ 

10 

5 

7
オ

/

ザ

の

年

収

穫

量

直玉孟i.l
16.00 

14.00 

12.00 

1000 

収穫量 (t):;;
400 

200 

0.00 

_o，'" 、つ -<，-""年

出典長浜町懸念事項

建設省の検討結果では、青ノリの年収穫量と生育初期流量、伸長期初期流量、繁盛期流量との聞にJ
特別な因果関係は見られませんでした。 I
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⑨ 

の三
河
日
堆
砂
の
促
進

なさてが岸
いら流変流肱
かに速動、 J11 
心河がし季河
配口平て節口
し堆準お風で
て石少イヒり?良は
おをす…、の
り助る夕、影河
ま長こム響川
すす ζ 建にの
。る Lγ 言3);'よ流

マ、

の /tにり E死
で札、よ石少 、

は同っチ卜1)合

回

答

ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
、
流
量
が
市
下
川
川
ド

化
す
る
こ
と
に
よ
り
河
川
の
准
砂
が
助

長
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
指
摘

で
す
が
、
河
口
唯
砂
崎
、
潮
沙
に
よ
る

流
れ
(
入
退
潮
長
)
、
沖
合
の
海
底
勾

配
、
波
浪
状
況
、
一
川
川
流
量
な
ど
様
々

な
要
因
が
複
雑
に
給
み
合
っ
て
形
成
ν
さ

れ
て
い
ゐ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
時
に

入
退
潮
量
が
、
砂
川
の
開
口
部
の
耐
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
一
一
百
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
入
退
潮
量
を
潮
位
の
了
前

差
を
も
と
に
推
算
す
る
と
約
一
じ
八
3

川

/
/
秒
と
な
り
、
巾
鳥
坂
ダ
ム
建
設
後
の

大
洲
地
点
の
曲
川
本
流
円
以
約
三
五
3

川
/
秒

(
一
年
の
う
ん
九
ト
五
日
は
こ
の
流
量

を
下
回
ら
な
い
流
最
一
と
比
較
す
る
と
、

人
退
潮
量
の
方
が
五
倍
と
か
な
り
大
き

く
、
河
川
流
量
に
支
配
さ
れ
て
い
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
よ
る
流
量
の
変
化
の

影
響
は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
河

口
の
状
肘
に
つ
い
て
、
ダ
ム
建
設
後
も

測
量
等
の
川
去
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
(
図

1
8参
照
)

肱
川
、
川
口
の
堆
砂
対
策
と
し
て
は
、

過
去
に
港
湾
管
理
者
等
に
よ
り
掘
削
等

の
対
応
が
適
宜
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
川
U
部
を
航
行
す
る
船
舶
の
迩

航
に
乞
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
長
浜
町

と
も
叩
訟
の
上
、
港
湾
管
理
者
等
に
よ

り
対
日
米
安
講
じ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

入退潮量と河川流量の比較

(※入量=i十日の干
満による7可i白人jにおけ

る入出水量 l

堆砂の助長が心配される肱川河口

178m' 

圏ダム建設後の河川の豊水流量

一」
→ 髄覇一二

豊水流量

約380万ぱー， 1秒、当たりの平均通水量

200 

150 

流量 (m'/秒)
100 

60 

入退潮量

潮の干満により

移動する通水量

※ ダム建設後の河川の:量氷流量は、 111鳥:l;Ijダム建設f去の大洲地点で、の昭和34年から平成10.:4三までのギ均Lた立
刀"¥.{正面一7トら中予分水量を差しヲ[いた値

ー肱川の干;荷主し土手j3 m 。塩水制上域は、河rlから約 9krn。

これより Ti朝時と渦潮時の潮の出入り差(土:l80.hmと推算しました。

トー日の潮のす満は 2回づつあるので、 1同じっ 1-げあるいはドげ潮に要する時間

611寺聞を要して約380万m0動くことになります。
よって 1秒当たりの平均通水量は約178m3と推算しています。

a 入退潮量の178Jli/秒は河川のill;水流量である35rザ/秒の 5併となります。

8 図
~9~ 



⑨ 
そ
の
四

維
持
流
量
の
嵩
上
げ

r

建
設
省
で
は
、
肱
川
の
漁
業
ρ11
動
植

樹
の
保
護
な
ど
に
必
要
な
正
常
流
量
吾
、

犬
洲
地
点
で
夏
期
六
3
m
/
秒
、
冬
期
五

一
3
m
/
秒
と
定
め
て
お
り
ま
す
が
y
…
こ
れ

は
必
ず
し
も
十
分
な
量
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

平
成
九
年
に
は
、
「
河
川
環
境
の
整

備
と
保
全
」
を
位
置
付
け
河
川
法
が
改

正
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
改
正
に
基
つ
く

肱
川
の
正
常
流
量
の
見
直
し
が
必
要
で

い
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
満
足
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
維
持
流
量
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
治
水
事
業
の
中
で
嵩
上
を
検
討
一

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関

空立
F司

河
川
の
正
常
流
量
は
、
舟
還
、
漁
業
、

景
観
、
塩
害
の
防
止
、
河
口
閉
業
の
防

止
、
河
川
管
理
施
設
の
保
護
、
地
下
水

位
の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
流
水
の

清
潔
の
保
持
等
を
結
合
的
に
考
慮
し
、

渇
水
時
に
維
持
す
べ
き
流
羊
で
あ
る
維

持
流
早
一
及
び
そ
れ
が
定
め
ら
れ
た
地
点

よ
り
下
流
の
水
利
流
量
の
双
方
を
満
足

す
る
流
口
一
手
と
し
て
{
-
た
め
る
}
)
と
と
し
て

い
ま
寸
。
肱
川
に
つ
い
て
も
河
川
環
境

の
保
全
の
観
点
か
ら
定
め
た
維
持
流
量

と
大
洲
下
流
の
既
得
用
水
を
考
慮
し
て

大
洲
地
点
に
お
い
て
、
「
夏
期
六
ば
/

秒
、
冬
期
五
3
m
/
秒
と
し
、
さ
ら
に
ダ

ム
等
に
よ
り
新
た
に
開
発
さ
れ
た
ぷ
利

に
か
か
わ
る
水
量
を
加
え
る
も
の
と
す

る
」
と
定
め
れ
~
も
の
で
す
の

こ
の
正
常
流
量
は
、
市
に
こ
の
流
h-F

を
維
持
す
る
と
い
、
つ
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
流
量
を
下
回
る
と
き
に
山
鳥
故
ダ

ム
か
ら
補
給
す
る
た
め
の
目
標
流
量
で

す。
例
え
ば
利
水
計
画
を
た
て
た
昭
和
五

十
九
年
を
見
る
と
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

前
で
は
正
常
流
量
を
下
回
る
日
数
は
三

十
四
日
で
す
が
、
山
鳥
坂
ダ
ム
定
成
後

は
正
常
流
量
を
下
回
る
日
は
な
く
な
り

ま
す
。
な
お
、
山
山
川
収
ダ
ム
建
設
後
も

肱
川
の
中
流
、
ド
流
の
流
況
に
と
っ
て
、

鹿
野
川
ダ
ム
腔
川
発
泡
所
の
ピ
l
ク
発

電
に
対
す
る
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

正
常
流
量
を
検
討
す
る
項
目
の
、
っ
ち
、

魚
類
な
ど
の
動
植
物
の
保
護
に
つ
い
て
、

対
象
魚
種
を
ア
ユ
・
ウ
グ
イ
・
オ
イ
カ

ワ
・
カ
ワ
ム
ツ
等
と
し
た
の
は
、
学
識

経
験
者
の
指
導
に
よ
り
次
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
底
を
主
な
休
息
域
、
と
す
る
カ

ジ
カ
に
対
す
る
附
討
は
、
ア
ユ
与
の
中

層
を
生
息
域
と
す
る
対
象
山
…
種
で
決
ま
っ

た
流
量
を
確
保
す
れ
ば
、
流
述
、
水
深

等
か
ら
の
生
息
条
件
余
一
満
川
北
寸
る
と
の

指
導
も
受
け
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
ご
指
摘
の
ア
オ
ノ
リ
の
生
育

域
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
正
常
流
量
を
検
討
す
る
に

当
た
っ
て
の
上
流
部
の
舟
運
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
鵜
飼
い
舟
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、
大
洲
床
止
め
に
よ
り
必
要

な
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
り
、

現
在
の
計
画
値
で
支
障
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
正
常
流
量
の
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
現
在
の
肱
川
の
状
況
だ
け
を
見

て
検
討
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
昭
和

愈

事

項

圃

要量

⑨
長
岳
町
の
水
利
用
に
は
限
界
が

あ
け
、
…
各
種
用
水
の
確
保
に
不
安
を
抱

い
て
い
る
、
中
で
、
支
川
等
の
流
水
め
宥

効
利
用
と
、
肱
川
流
域
の
優
先
的
水
利

用
が
保
障
さ
れ
る
の
か
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

国

hh-
d晶、
r:::I 

山
鳥
坂
ダ
ム
の
利
水
計
画
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
ダ
ム
地
点
下
流
で
出
入

す
る
流
水
も
考
慮
し
て
、
前
に
「
町
村
ふ
念

事
項
3
ー
そ
の

4
」
で
述
べ
た
汗
合
流

量
を
大
洲
地
点
で
確
保
し
た
L

い
で
、
小

予
地
区
へ
分
水
を
行
、
っ
こ
止
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
正
常
流
量
を
基
本
的
に
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
明

ι肱
川
で
利

三
十
四
年
か
ら
昭
和
六
十
二
一
年
ま
で
の

過
去
の
流
況
も
考
慮
し
て
検
討
を
行
つ

-
L

、また
、
大
洲
地
点
に
お
け
る
昭
和
三

卜
川
午
か
ら
平
成
十
年
ま
で
の
最
小
流

量
の
平
均
値
は
ニ
・
六
3
m
/秒
で
す
が
、

山
崎
反
ダ
ム
是
設
後
は
正
常
流
量
六
3
m

/
副
作
(
冬
期
五
3
m
/
秒
)
を
基
本
的
に
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
小
流
量
の
一
平

均
は
、
約
五
ば
/
秒
杭
度
ま
で
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
い
て

d

也

、mg
k
w
u
u

川
ν
と
れ
て
い
る
既
得
用
水
は
、
従
前
の

渇
ぷ
の
川
に
比
較
し
て
よ
り
安
定
し
た

取
水
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

長
浜
町
の
将
来
の
各
種
用
水
に
対
す

る
ご
懸
念
で
す
が
、
今
一
般
的
に
新
た
な

用
水
を
確
保
す
る
場
合
に
は
、
既
得
用

水
や
河
川
環
境
を
保
全
し
た
う
え
で
、

安
定
し
て
取
水
出
来
る
乍
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
際
当
然
の
こ
と
な
が
ら

川
川
の
特
け
や
、
水
利
用
の
歴
史
的
背

示
、
引
ム
一
ム
的
条
件
な
ど
を
加
味
す
る
必

要
が
あ
り
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
ご

協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
-
¥
ご
相
談
を
頂
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
c

ま
た
、
計
画
を
上
回
る
渇
水
が
発
生

し
た
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
水
者

は
瓦
に
譲
り
合
い
の
粘
神
で
水
の
配
分

を
行
い
ま
す
。
協
議
が
整
わ
な
い
同
に

は
、
何
川
管
理
者
は
各
用
水
の
ひ
(
山
一

度
、
降
雨
状
況
及
び
ダ
ム
貯
ぶ
】
草
寺
水

源
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
あ
一
つ
Jr
一
ん
-

調
停
を
行
い
ま
す
が
、
中
予
泊
以
利
ぶ

者
か
ら
「
渇
水
暗
に
お
け
る
水
利
刊
hu

調
整
に
つ
い
て
、
地
元
既
得
利
水
優
先

の
考
え
で
あ
る
。
」
と
の
確
認
を
得
て

お
り
ま
す
。

10 

15の確率で整備が、進む肱川堤防



⑨
そ
一

山
鳥
頓
ダ
ム
の
治
水
効
果

ダ
ム
建
設
目
的
の
第
一
は
、
洪
水
調

節
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
鳥
坂
ダ
ム

の
計
画
で
は
集
水
面
積
が
肱
川
流
域
の

五
・
一
一
一
%
し
か
な
く
、
治
水
効
果
を
否

定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期

得
で
き
る
治
水
効
果
が
あ
る
の
か
疑
問

が
あ
り
ぎ
す
。

答

肱
川
の
治
水
事
業
は
、
明
和
四
十
一
一
一

年
十
月

ω臨
時
治
中
小
調
査
会
に
よ
っ
て
、

政
山
の
第
二
期
改
修
河
川
と
し
て
取
り

と
げ
な
が
ら
着
工
に
は
至
ら
ず
、
昭
和

十
八
年
の
大
洪
水
を
契
機
に
、
同
和
十

九
年
に
な
っ
て
r

伝
子
さ
れ
ま
し
た
。
着

手
当
時
ぱ
、
肱
川
の
地
形
的
、
社
九
ぶ
的

条
件
か
ら
、
川
大
洲
町
、
新
谷
町
を
部

分
的
に
闘
っ
て
し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る
南

中
堤
方
式
に
よ
り
洪
水
の
被
害
を
防
ぐ

計
画
で
築
堤
等
を
実
地

Lτ
ざ
ま
し
た
り

し
か
し
、
}
一
の
地
域
の
そ
の
後
の
ん
L
民

は
、
堤
外
地
と
し
て
取
り
残
さ
れ
ふ
広

大
な
土
地
の
利
用
に
か
か
っ
て
お
り
、

昭
和
三
十
六
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
輪
中

台
b
J
』

3
U

3
j
j
l
H
H十
¥

堤
方
式
か
ら
、
十
八
刈
市
域
の
平
野
部
の

ほ
と
ん
ど
を
堤
防
に
よ
り
婦
切
る
計
両

に
改
訂
し
ま
1J
人一一

一
万
、
昭
和
二
一
十
四
年
度
に

1
、与一

目
的
ゲ
ム
で
あ
る
鹿
肝
川
ダ
ム
を
完
成

さ
せ
、
肱
川
の
中
流
蚊
か
ら
下
流
域
約

洪
水
被
害
の
転
減
を
は
か
ろ
-
」
と
と
し

ま
し
た
。

肱
川
沿
川
は
、
川
の
間
近
ま
で
山
が

迎
り
、
そ
の
上
川
川
に
併
走
し
て
鉄
道
、

出
路
が
存
在
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
娃
附
与
を
設
け
な
巾
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
一
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
肱
川
の
築
濯
の
進
め
方
付
、
例
え

ば
京
大
洲
地
区
の
よ
う
に
大
き
な
氾
街

区
域
を
叫
つ
地
域
で
は
、
堤
防
J
Y
一培法一

す
っ
心
と
ド
流
に
吋
仁
ぐ
の
遊
水
効
果
が

減
少
す
る
た
め
、
こ
れ
に
記
慮
し
て
完

全
な
出
防
で
締
め
切
ふ
の
で
改
な
く
、

判
定
的
な
越
流
堤
防
や
霞
堤
な
ど
に
よ

る
段
階
的
な
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
し

こ
-
っ
し
と
治
水
の
施
策
を
進
め
る
山
、

平
成
七
年
七
け
に
は
昭
和
問
十
五
年
以

来
の
大
き
な
沢
一
水
が
発
生
し
、
東
大
洲

地
区
な
ど
で
多
数
の
床
上
浸
水
被
害
が

生
じ
、
こ
れ
を
契
機
に
再
度
災
害
防
止

の
た
め
の
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
の
実
施
や
中
小
汎
わ
れ
に
も
洪
水
調
節

効
川
ボ
の
及
ぶ
よ
う
既
設
ダ
ム
の
操
作
規

則
を
改
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
肱
川
の
今
後
の
進
め
方

と
し
て
は
、
河
川
背
後
地
の
右
地
の
嵩

上
吋
事
業
を
大
和
地
尽
な
ど
で
取
り
入

れ
な
が
ら
、
下
流
域
ケ
り
以
修
を
進
め

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
併
問
、
久
米

川
な
と
の
中
流
地
区
に
つ
い
て
は
ド
布

地
区
の
治
水
に
配
慮
し
改
修
を
実
悩
寸

る
ほ
か
、
頃
没
の
野
村
ダ
ム
、
鹿
軒
川

ダ
ム
に
加
え
山
心
収
ダ
ム
を
建
設
し
、

ダ
ム
直
t

「
か
ら
河
口
域
ま
一
γ
の
洪
水
氾

此
被
汗
の
軽
減
を
は
か
る
な
ど
誌
合
的

な
治
水
対
策
を
講
じ
て
い
く
-
」
と
と
し

一に

jr

ム
這
水
動
翻
木

肱
川
の
治
水
計
画
は
、
一
/
一
一
日
一
心

の
規
模
の
降
雨
に
よ
る
決
水
を
対
象
に

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
し
治
水
の
京
一
準
地

点
大
洲
-C
の
流
量
は
六
、
一
一
一

o
o
d
/

秒
で
、
こ
の
う
ち
堤
防
な
ど
の
河
川
改

修
に
よ
り
目
、
七
o
o
d
/秒
を
河
川

に
流
し
、
残
り
つ
六

0
0
3
m
/
秒
を

上
涜
の
グ
ム
砕
?
羽
節
す
る
計
両
と
な
円

て
い
ま
十
。

山
鳥
坂
ダ
た
り
流
域
面
積
は
、
L

ハ
問
自

じ
い
凶
と
流
域
全
体
の
約
五
%
し
か
あ
り

ま
壮
一
ノ
ん
が
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
め
水
容
量

今
九
、
五

0
0
千
ぱ
は
、
鹿
野
川
ダ
ム

の
治
水
谷
量
一
六
、
五
一
U
O
千
ば
と
野

と塁走設夕、ムの貯7広量の比較守、

25，000 

20.000 

15，000 

治
水
容
量
10，000 

(千m3)

5，000 

野村ダム

口一ji--r竺自に配慮しマdフk??-E二
鹿野川ダム山鳥坂ダム

。

9 r~ 
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村
ダ
ム
の
治
水
容
量
三
、
五
O
O千
3
m

を
併
せ
た
程
度
の
治
水
容
量
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
最

大
限
の
洪
水
調
節
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
ダ
ム
群
に
よ
る
洪
水
調
節
効

果
は
、
ダ
ム
直
下
の
肱
川
町
は
も
と
よ

り
、
大
洲
市
菅
団
地
区
な
ど
の
、
未
改

修
区
間
ゃ
い
ま
だ
改
修
の
遅
れ
て
い
る

肱
川
全
川
の
治
水
安
全
度
の
向
上
に
寄

与
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
指
摘
の
治
水
効
果
に
つ
い

て
は
、
平
成
七
年
七
月
洪
水
を
対
象
に

検
証
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
洪
水

に
つ
い
て
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節
効
果
を

計
算
し
た
と
こ
ろ
、
鹿
野
川
ダ
ム
・
野

村
ダ
ム
が
な
い
と
し
た
場
合
は
、

大
洲

地
点
で
約
三
、
三
四
o
d
/秒
と
な
り

ま
す
が
、
既
設
ダ
ム
で
約
二
四
0
3m
/

秒
の
洪
水
調
節
を
行
っ
た
結
果
、
同
地

点
で
約
三
、

一
o
o
d
/秒
の
流
量
と

な
り
ま
し
た
。

仮
に
、
山
鳥
坂
ダ
ム
が
完
成
し
た
と

し
て
計
算
す
れ
ば
、
大
洲
地
点
で
は
、

約
二
、
九
O
o
d
/秒
と
な
っ
て
い
た

と
推
算
さ
れ
、
さ
ら
に
約
二
o
o
d
/

秒
の
軽
減
が
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
中
小
洪

水
に
対
応
す
る
た
め
、
洪
水
調
節
方
式

を
変
更
す
れ
ば
更
な
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

こ
の
事
に
つ
い
て
は
、

一
/

平成12年5月18日発行平成12年特集号広報ながはま

一
O
O規
模
の
洪
水
対
策
に
は
効
果
が

小
さ
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
小
洪
水
と

の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
も
含
め
現
在

検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

ダ
ム
候
補
地
点
に
関
す
る
ご
指
摘
で

す
が
、
ダ
ム
の
計
画
に
当
た

っ
て
は
、

⑨ 
そ
の
二

野
村
ダ
ム
の
運
用

野
村
ダ
ム
は
昭
和
五
十
七
年
に
供
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
潅
溜
用
水
の

施
設
整
備
率
が
一

O
O
%に
至
っ
て
い

な
い
の
な
ら
ば
、
来
使
用
相
当
分
を
暫

定
の
洪
水
調
節
容
量
と
し
て
利
用
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
設
省
で
は
、
貯
留
権
を
取
得
し
て

も
完
全
に
施
設
整
備
が
で
き
て
い
な
け

れ
ば
水
利
権
は
付
与
し
な
い
と
し
て
4

い

ま
す
が
、
整
備
進
度
の
低
い
肱
川
の
場

合
、
こ
の
宋
利
用
分
の
利
水
容
量
を
治

水
容
量
に
振
り
替
え
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。回

窓
E司

野
村
ダ
ム
の
未
利
用
水
利
権
に
対
す

る
未
利
用
利
水
容
量
を
治
水
容
量
と
し

て
振
り
向
け
ら
れ
な
い
か
と
の
ご
提
言

で
す
が
、
平
成
十
二
年
三
月
に
南
予
用

水
の
幹
線
が
概
ね
完
成
す
る
こ
と
か
ら、

水
利
権
の
全
量
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
形

・
地
質
条
件
、
社
会
的
条
件
、
治

水

・
利
水
効
果
等
を
総
合
的
に
評
価
し

て
建
設
位
置
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
肱
川

水
系
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
検
討
を
行

い
現
在
の
計
画
地
点
が
最
も
適
当
と
判

断
し
ま
し
た
。

こ
の
南
予
用
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
設
に
至
っ
た
経
緯
や
、
南
予
地
区
に

と
っ
て
今
や
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

根
幹
施
設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

状
況
を
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑨ 
zそ
b_(!) 
のニ
~ 
日

E里
運
用

平
成
八
年
に
は
、
肱
川
水
系
に
建
設

の
鹿
野
川
・
野
村
両
ダ
ム
の
操
作
規
則

の
見
直
し
が
全
国
で
初
め
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
上
に
、
自
然
放
流
方
式
の
山
鳥

坂
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
計
画
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
当
に
ゲ
1

卜
方
式
に

比
べ
て
洪
水
調
節
機
能
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
三
ダ
ム
の

管
理
運
用
が
で
き
る
の
か
心
配
が
あ
り

ま
す
。

回

主主
匡司

ご
指
摘
の
と
お
り
平
成
七
年
七
月
の

洪
水
を
契
機
と
し
、
頻
繁
に
発
生
す
る

中
小
洪
水
に
対
し
て
、
下
流
の
大
洲
市
、

長
浜
町
の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
は
か
る

た
め
に
、
現
況
の
堤
防
の
整
備
状
況
を

考
え
合
わ
せ
、
鹿
野
川
ダ
ム
、
野
村
ダ

ム
の
操
作
規
則
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
の
洪
水
調
節
方
式
に
つ

い
て
も
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
中
小
洪
水

に
も
対
応
で
き
、
ま
た
洪
水
調
節
効
果

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
、
つ
施
設
計
画

の
検
討
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
洪
水
調
節

の
み
な
ら
ず
、
利
水
に
対
し
て
、
最
大

限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑨
そ
の
四

潮
汐
に
配
慮
し
た

ダ
ム
の
運
用

長
浜
町
で
は
、
治
水
で
心
配
な
の
は

洪
水
ば
か
り
で
は
な
く
、
洪
水
時
に
潮

汐
に
配
慮
し
た
ダ
ム
の
運
用
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
河
川
改
修
の
整
備
確
率
は
、

激
特
事
業
の
整
備
目
標
で
一

/

一
五
と

低
く
、
総
合
治
水
対
策
を
第
一
に
し
て

タ
ム
の
運
用
を
行
な
え
ば
洪
水
防
御
効

果
が
期
待
で
き
、
若
干
な
り
と
も
潮
汐

に
配
慮
し
た
運
用
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

回

窓
Eヨ

一
般
的
に
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

は
、
ダ
ム
貯
水
池
に
流
入
し
て
く
る
洪

水
の
蓋
に
応
じ
て
、

一
部
を
貯
留
し
、

残
り
を
放
流
す
る
こ
と
で
、
下
流
の
洪

水
の
軽
減
を
は
か

つ
て
い
ま
す
。

潮
汐
に
配
慮
し
た
ダ
ム
操
作
を
行
、
っ

為
に
は
、
洪
水
が
、
ダ
ム
か
ら
河
口
ま

で
流
下
す
る
時
間
内
や
干
潮
か
ら
満
潮

ま
で
の
時
間
内
の
降
雨
予
測
を
的
確
に

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

降
雨
量
、
降
雨
の
継
続
時
間
の
予
測
は
、

未
だ
研
究
途
上
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
潮

汐
に
配
慮
し
た
ダ
ム
の
運
用
は
、
現
状

で
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
般
的
に
、
高
潮
等
に
対
す
る
対
策

は
、
河
川
堤
防
に
よ
り
対
処
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
肱
川
下
流
に
お
け
る

河
川
改
修
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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建
設
省
及
び
愛

媛
県
か
ら
の
長
浜
町

の
懸
念
事
項
に
対
す

る
回
答
は

、
原
文
の

ま
ま
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

※ 


